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７
月
１
日
よ
り

専
業
主
婦
（
夫
）
の
年
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

◦
専
業
主
婦
（
夫
）
の
年
金
（
第
３
号

被
保
険
者
）
っ
て
？

　

会
社
員
や
公
務
員（
第
２
号
被
保
険
者
）

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
と
な
る
た
め
、

保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
会
社
員
の
夫
が
退
職
し
た
場
合

や
専
業
主
婦
自
身
の
年
収
が
増
え
た
と
き

な
ど
は
、
変
更
手
続
き
（
第
３
号
か
ら
第

１
号
被
保
険
者
へ
の
切
り
替
え
）
を
し
て

保
険
料
を
納
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

手
続
き
が
２
年
以
上
遅
れ
る
と
、２
年
以

上
前
の
保
険
料
の
納
付
が
で
き
な
い
た
め
、

保
険
料
の「
未
納
期
間
」が
発
生
し
ま
す
。

◦
今
回
の
改
正
に
よ
り
…

　

手
続
き
を
行
う
こ
と
で「
未
納
期
間
」

を
「
受
給
資
格
期
間
」
に
含
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期

間
が
足
り
ず
年
金
が
受
給
で
き
な
か
っ

た
人
が
、
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
来
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
払
う
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
期
間
の
保
険
料
を
、
平
成

27
年
４
月
か
ら
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
最
大
10
年
分
）。

◦
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
…

　

老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
増
え
ま
す
。

問
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
０
５
７
０
―
０
１
１
―
０
５
０

　

松
山
西
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課　

☎
９
２
５
―
５
１
７
５

　

調
査
を
お
願
い
す
る
お
宅
に
は
、知
事

が
任
命
し
た
調
査
員
が
９
月
下
旬
に
調
査

票
を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、調
査

票
へ
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
内
容
を
統
計
の
作
成
以
外
の
目
的

に
使
用
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

問
財
政
課
統
計
電
算
係　

☎
９
８
５
―
４
１
０
１

　

10
月
１
日
に
５
年
に
一
度
の
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、全
国
の
約
３
５
０
万
の

世
帯
が
対
象
と
な
る
、住
宅
・
土
地
に
関

す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。調
査
結

果
は
、国
や
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、耐

震
や
防
災
を
中
心
と
し
た
都
市
計
画
の
策

定
な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

～
住
ま
い
か
ら
　
描
く
日
本
の
　
未
来
地
図
～

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日

◦「
下
水
道
の
日
」の
由
来

　

下
水
道
の
普
及
を
図
る
た
め
、
昭
和

36
年
に「
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
」
と

し
て
始
ま
り
、
平
成
13
年
に
は「
下
水

道
の
日
」
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
下
水

道
の
役
割
の
一
つ
が
浸
水
対
策
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
の
こ
の
時

期
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

◦
松
前
町
の
下
水
道

　

平
成
14
年
度
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
現
在
、
筒
井
・
浜
・
南
黒
田
・

北
黒
田
・
西
古
泉
の
一
部
地
区
で
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
下
水
道
の
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◦
下
水
道
の
役
割

①
さ
わ
や
か
な
生
活　

く
み
取
り
便
所

が
水
洗
便
所
に
な
り
、
衛
生
的
で
快
適

な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
街
が
き
れ
い
に　

汚
い
ド
ブ
や
溝
が

な
く
な
る
の
で
、
悪
臭
や
蚊
・
ハ
エ
な

ど
の
害
虫
の
発
生
を
防
い
で
街
を
清
潔

に
し
ま
す
。

③
川
や
海
が
き
れ
い
に　

汚
れ
た
水
が

川
や
海
な
ど
に
直
接
流
れ
込
ま
な
く
な

り
、
美
し
い
水
を
取
り
戻
し
ま
す
。

◦
下
水
道
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
へ

　

公
共
下
水
道
に
排
水
を
流
す
場
合
は

必
ず
使
用
開
始
の
届
け
出
を
、
使
用
を

一
時
的
に
止
め
る
場
合
な
ど
は
使
用
休

止
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。　
　

問
上
下
水
道
課
下
水
道
業
務
係　

☎
９
８
５
―
４
１
２
６

問学校教育課　☎ 985–4134 ／松前幼稚園（北黒田 966–2） ☎ 984–1456 ／古城幼稚園（筒井 1387–1）　☎ 984–2354

生きる喜びにあふれ
自分らしく輝く幼児の育成

こんな子どもに育てたい

◉申し込み方法
学校教育課に入園願を提出してください（印鑑が必要）。
入園願は町ホームページ、学校教育課、各幼稚園にあります。

◉定員　　
松前幼稚園 35 人、古城幼稚園 35 人
※定員を超える場合は抽選とします。
※現在 3、4 歳児のクラスに兄、姉がいる場合は優先します。

◉保育時間
・登園　8 時 30 分～ 9 時　　
・降園　㊊ 12 時、㊋～㊎ 14 時
※㊋～㊎は手作りのお弁当を持たせてください。
※親子で通園してください（駐車場少し有）。

◉入園資格　
町内に住所があり、在住している３歳児

（平成 22 年 4 月 2 日～ 23 年 4 月 1 日生まれ）
※ 4、5 歳児の入園希望者は学校教育課へお問い合わせく
ださい。

◉入園料と授業料
入園料 5,000 円　　授業料 6,000 円（月額）

◉受付期間　
９月2日㊊～ 17日㊋ 8 時 30 分～ 17 時15分
 （㊏・㊐、㊗は除く）

園 児 募 集
平成 26 年度 松前幼稚園・古城 幼稚園

お母さんたちと一緒に誕生会
「おめでとう」「ありがとう」親子で伝え合おう！

地域の人と触れ合って
おはようの握手うれしいな！

ドミノタワーに挑戦
友達と協力しながら…

全身で絵の具遊び
体をいっぱい動かして表現しよう！

手作り弁当いただきます
みんなで食べるとおいしいね！

よく遊び

よく考える子
たくましく

やり抜く子
やさしく

思いやりを

持った子

地籍調査成果の閲覧

　平成 24 年度に地籍調査を行った「北
黒田の一部地区」と「北川原の一部地
区」の地籍図原図と地籍簿案の閲覧を
実施します。期間内に確認し、測量や
調査上の誤りがある場合は、申し出て
ください。

日時・会場

▼「北黒田の一部地区」
　８月 30 日（金）～９月 20 日（金）　
　　…役場２階会議室

▼「北川原の一部地区」
　８月30日（金）～９月２日（月）　　
　　…北川原集会所
　９月３日（火）～９月20日（金）　　
　　…役場２階会議室

【共通事項】
　閲覧時間は９～ 17時まで。
　９月８日（日）・15日（日）を除く。

問産業課国土調査係　☎ 985―4127
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子育てのＳＯＳにお応えする会員登録制の組織です。会
員同士の相互援助を有料で行っています。
保育施設（保育所、幼稚園、放課後児童クラブなど）への

送迎、保育施設の開始前や終了後の預かり、産前産後の援
助、保護者や子どもの病気・緊急時の援助に利用できます。

まさきファミリー・サポート・センター

「ma ★ ma・ほっと」
会員募集

問まさきファミリー・サポート・センター　☎ 960-3269　
　（受付時間　平日 8 時 30 分～ 17 時　土曜日 8 時 30 分～ 12 時）

★子育ての手助けができる人（サポート会員）
20 歳以上の社会人で、子育ての援助ができる人であれば、性
別、資格の有無は問いません。下記の講習（無料）などを受
けた後、実際のサポート活動に入ってもらいます。
サポート会員養成講座
◦日時　 9月18日（水）～ 20日（金）9 時 30 分～ 16 時
◦場所　松前町総合福祉センター　２階集会室
◦内容　・子どもとのかかわり方　・小児看護の基礎知識
　　　　・サポート事業の心得、概要についてなど
◦申し込み　9月2日 （月）～17日 （火）に電話でご予約ください。
※サポート活動をするためには、本講座とは別に、月１回ほど開か
れる講座を受講したり、実習を行ったりする必要があります。

★子育ての手助けをしてほしい人（利用会員）
◦対象となる子ども　０歳から小学６年生まで
登録希望者は下記までお問い合わせください。登録後、利用
会員とサポート会員が顔合わせをして、具体的な援助方法を
話し合います。

◦日時　9 月 8 日（日）　11 時～ 16 時 30 分
◦場所   エミフル MASAKI　 グリーンコートほか
◦内容　人権マンガパネル展示や松前小の金管バンド
演奏、ダンスステージなどの各種イベントを開催予定。
問愛媛県県民環境部人権対策課　☎ 912-2455

ふれあいフェスティバル2013

●ココロつたえる　オモイつながる

◦日時　10 月 6 日（日）　14 時キックオフ
◦場所      ニンジニアスタジアム（とべ動物園横）
◦チケット　
　9 月 1 日から松前公園体育館にて販売します。
　　松山広域デー特別価格（800 ～ 1,000 円引き）　
　　　■ B 席　一般 1,000 円　小中学生　500 円
       　　■ C 席    一般      500 円　小中学生　ご招待
※アウェイ側の席になる可能性があります。
※必ず、事前に招待チケットを引換所で交換してく
ださい。
問社会教育課社会体育係   ☎ 985―4138

愛媛ＦＣ  ＶＳ  東京ヴェルディ

●松山広域デーの開催

参
加
者
募
集

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
ま
さ
き

▼
日
時　

10
月
17
日（
木
）９
時
〜

※
雨
天
時
は
18
日（
金
）

▼
場
所　

松
前
公
園
多
目
的
広
場
・
体

育
館

▼
種
目　

ク
ロ
ッ
ケ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、

卓
球
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

※
申
し
込
み
は
１
人
１
種
目
に
限
る
。

▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
ま
た
は
在

勤
す
る
昭
和
28
年
４
月
１
日
以
前
生
ま

れ
の
人

▼
申
し
込
み
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
書
配
布
場
所
・
申
込
先　

松
前
公
園
体
育
館
、
松
前
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
、
東
・
西
・
北
公
民
館

▼
締
め
切
り　

９
月
24
日（
火
）17
時

問
社
会
教
育
課
社
会
体
育
係　

☎
９
８
５
―
４
１
３
８

▼
対
象
者　

要
介
護
・
要
支
援
認
定
を

受
け
て
い
る
人
で
、
介
護
保
険
料
の
滞

納
が
な
い
人

▼
手
続
き　

福
祉
用
具
の
購
入
前
や
住

宅
改
修
の
施
工
前
に
指
定
さ
れ
た
業
者

と
の
事
前
承
認
な
ど
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
給
付
限
度
額
な
ど
が
あ
り
、
保
険
給

付
の
対
象
外
の
部
分
は
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

※
受
領
委
任
払
い
の
詳
し
い
手
続
き
な

ど
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
険
課
介
護
保
険
係　

☎
９
８
５
―
４
１
１
５

　

介
護
保
険
を
利
用
し
て
、
福
祉
用
具

の
購
入
や
住
宅
改
修
を
行
う
場
合
に

は
、
利
用
者
が
一
度
費
用
の
全
額
を
支

払
い
、
そ
の
後
町
へ
申
請
を
し
て
保
険

給
付
分（
９
割
）の
支
払
い
を
受
け
る「
償

還
払
い
」を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
こ
の
方
法
だ
と
、
一
時
的
に

利
用
者
の
負
担
が
大
き
く
な
る
た
め
、

保
険
給
付
分
を
町
か
ら
直
接
事
業
者
に

支
払
い
、
利
用
者
は
保
険
給
付
対
象
の

一
割
の
み
負
担
す
る「
受
領
委
任
払
い
」

の
方
法
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

介
護
保
険
の
福
祉
用
具
購
入
費
・
住
宅
改
修
費
の

受
領
委
任
払
い
が
利
用
で
き
ま
す

獅
子
舞
競
演
会

▼
日
時　

10
月
26
日（
土
）12
時
〜

▼
場
所　

役
場
前
特
設
舞
台

▼
資
格　

各
分
館
の
獅
子
舞
保
存
会
ほ
か

▼
申
し
込
み
方
法　

は
が
き
ま
た
は
電
話

で
、
住
所
、
団
体
名
、
代
表
者
名
、
電
話

番
号
を
知
ら
せ
て
申
し
込
み
。

【
共
通
事
項
】　

▼
締
め
切
り　

９
月
25
日（
水
）

▼
申
込
先　

〒
７
９
１
―
３
１
９
２　

松

前
町
大
字
筒
井
６
３
１
番
地　

社
会
教
育

課
生
涯
学
習
係　

    

☎
９
８
５
―
４
１
３
５

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

▼
日
時　

10
月
27
日（
日
）10
時
〜
16
時

▼
場
所　

松
前
公
園
体
育
館
西
側
広
場

▼
資
格　

町
内
在
住
で
個
人
か
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
出
店（
業
者
は
不
可
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
出
店
品　

家
庭
の
余
剰
品
、
リ
サ
イ

ク
ル
製
品
、
手
づ
く
り
品
な
ど（
飲
食
物
、

動
物
は
不
可
）

▼
申
し
込
み
方
法　

は
が
き
に
住
所
、
氏

名  （
グ
ル
ー
プ
は
グ
ル
ー
プ
名
と
代
表
者

名
）、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
申
し
込
み
。

ま
さ
き
文
化
祭
　
参
加
者
募
集

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
必
要
な
も
の
…
国
保
の
保
険
証
、新
し
く

加
入
し
た
職
場
の
健
康
保
険
証
、印
鑑

◦
保
険
証
交
付
前
に
病
院
へ
行
く
と
き

・
勤
務
先
な
ど
に
申
し
出
て「
健
康
保
険
被

保
険
者
資
格
証
明
書
」を
年
金
事
務
所
か

ら
発
行
し
て
も
らって
く
だ
さ
い
。

・
右
記
証
明
書
の
発
行
が
間
に
合
わ
ず
受

診
す
る
と
き
は
、加
入
手
続
き
中
で
あ
る
こ

と
を
必
ず
病
院
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
課
医
療
保
険
係　

　
　
　
　
　
　

☎
９
８
５
―
４
１
０
７

　

就
職
な
ど
で
職
場
の
健
康
保
険
に
加
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問町民課コミュニティ係   
☎ 985―4228

交通安全啓発イベント

第 5 回おたたさんで交通茶屋

　秋の全国交通安全運動（9 月 21 日～ 30 日）のイベント
として、「第５回おたたさんで交通茶屋」を開催します。

◦日時　9 月 21 日（土）
11 時～
◦場所   エミフルMASAKI
グリーンコート
◦内容　松前町交通安全
推 進 協 議 会 員 で 作 成 し
たオリジナル交通安全ポ
スターのお披露目、交通
安全グッズの配布、パト
カーや白バイの試乗
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News

ペットとの絆を結ぼう
9月20日～26日は「動物愛護週間」

ペットを飼うときは

＜モラルとマナー＞
　動物を飼うことは、動物の命を預かりその一
生に責任を持ち、最後まで面倒を見ることです。
飼い主は、ペットが健康で快適に暮らせるよう
に心掛けることはもちろん、他人や隣近所に迷
惑をかけないようにする義務があります。人と
ペットが共生する社会の実現には、飼い主のモ
ラルとマナーが欠かせません。

　ペットは私たちの生活に潤いと安らぎをもた
らしてくれます。ペットの存在が、家庭内の会
話を増やしたり、いたわりの心や、命を預かる
責任の重さと命の大切さを教えてくれます。ま
た時には、ペットの存在が生きていく力や明日
への希望になることもあります。人と動物は強
い絆を結ぶこともあるのです。
　しかし、その絆はただペットを飼えば生じる
ものではありません。動物との絆は、毎日きち
んと世話をし、ペットの命を守り、ペットの気
持ちになって考え、一緒に幸せになろうと努力
し実行していく過程で結ばれ、少しずつ太く強
くなっていくものです。
　強い絆で結ばれた人とペットは、思いもかけ
ない事態に襲われた時も乗り越えていけるで
しょう。どんな時もずっと一緒にいられるため
に、あなたとペットとの間に強い絆を結びま
しょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　環境省作成「人と動物の絆」より

＜迷子にさせないために＞
○迷子札を着用しましょう
※「犬鑑札」・「狂犬病予防注射済票」は愛犬へ
の装着が義務付けられています。これらは、迷
子札としての役目も果たします。
○首輪や鎖を定期的に点検しましょう
※古くなったり緩んでいたりしていると、雷や
花火などの大きな音に驚いて、首輪などが外れ
逃げてしまう場合があります。

　動物の愛護と適正な飼育について関心と理解を深めてもら
うために、動物愛護についてのパネル展示をします。

日時　　9月6日（金）～12日（木）（土、日は除く）
場所　　役場庁舎１階ロビー

問町民課生活環境係　☎ 985-4117

動物愛護啓発パネル展

日時　　9月２9日（日）11時～15時 30 分
場所　　愛媛県動物愛護センター（松山市東川町乙 44-7）
催し物　動物愛護セレモニー、犬のしつけ方教室、アジリ
ティー（障害物走）実演、警察犬模範演技、ポニーの乗馬体
験、移動ふれあい動物園、動物相談など

問愛媛県動物愛護センター　☎ 977-9200

動物愛護フェスティバルえひめ２０１３
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